
 

  

  

  

  

  

  

     
□□  記記録録書書式式  （（様様式式とと記記入入例例））  
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衛衛生生管管理理計計画画  
作成日    ・  ・  ・ 

承認           ㊞ 

一一般般衛衛生生管管理理ののポポイインントト  

⑴⑴  
原原料料・・包包材材のの受受

けけ入入れれのの確確認認  

いいつつ  原原料料・・包包材材のの受受入入時時  ・・保保管管時時  ・・そそのの他他    

どどののよよううにに  
  

  

問問題題ががああっったたとときき  
  

  

⑵⑵  製製造造場場のの５５SS  

いいつつ  製製造造開開始始前前・・製製造造中中・・製製造造終終了了後後・・そそのの他他  

どどののよよううにに  
  

  

問問題題ががああっったたとときき  
  

  

⑶⑶  
ねねずずみみ・・昆昆虫虫  

対対策策  

いいつつ  製製造造開開始始前前・・製製造造終終了了後後  

どどののよよううにに  
  

  

問問題題ががああっったたとときき  
  

  

⑷⑷  

機機械械・・器器具具のの清清

掃掃ままたたはは洗洗浄浄

とと保保守守・・点点検検  

いいつつ  製製造造開開始始前前・・製製造造中中・・製製造造終終了了後後・・そそのの他他  

どどののよよううにに  
  

  

問問題題ががああっったたとときき  
  

  

⑸⑸  
トト イイ レレ のの 洗洗

浄浄・・消消毒毒  

いいつつ  製製造造開開始始前前・・製製造造終終了了後後・・そそのの他他  

どどののよよううにに  
  

  

問問題題ががああっったたとときき  
  

  

⑹⑹  
従従業業員員のの健健康康

管管理理・・衛衛生生管管理理  

いいつつ  製製造造開開始始前前・・作作業業中中・・そそのの他他  

どどののよよううにに  
  

  

問問題題ががああっったたとときき  
  

  

⑺⑺  そそのの他他  

いいつつ  製製造造開開始始前前・・作作業業中中・・そそのの他他  

どどののよよううにに  
 

 

問問題題ががああっったたとときき  
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衛衛生生管管理理計計画画  
作成日 2019・10・15・ 

承認  山田 ㊞ 

一一般般衛衛生生管管理理ののポポンントト  ((記記入入例例))  

⑴⑴
原原料料・・包包材材のの受受

けけ入入れれのの確確認認  

いいつつ  原料・包材の受入時・保管時 

どどののよよううにに  
規格書に合っていること、外観、包装、保管温度を確認する。 

問問題題ががああっったたとときき  
良品と分けて保管し、必要に応じて返品、交換する。 

⑵⑵ 製製造造場場のの５５SS  

いいつつ  製造開始前・製造終了時 

どどののよよううにに  
床、排水溝などの清掃、ゴミ汚れの除去、床・配管の洗浄 

問問題題ががああっったたとときき  
再度洗浄する。器具・備品・清掃用具などを正位置に置く。 

⑶⑶
ねねずずみみ・・昆昆虫虫  

対対策策  

いいつつ  製造開始前・製造終了後 

どどののよよううにに  

原料周辺、排水溝、作業台、床などに昆虫・ねずみの痕跡がないか確認す

る。 

問問題題ががああっったたとときき  
侵入場所、発生源を特定して、撤去し、清掃して再発防止策を実施する。 

⑷⑷

機機械械・・器器具具のの清清

掃掃ままたたはは洗洗浄浄

とと保保守守・・点点検検  

いいつつ  製造開始前・製造終了後 

どどののよよううにに  
機械・器具を洗浄・清掃し、汚れの付着、部品の緩み、欠損が無いことを

 

問問題題ががああっったたとときき  
部品の欠損が見つかり、その部品が見つからない場合は、製品に混入して

いないか確認する。設備・器具の洗浄・清掃マニュアルに準じて洗浄する。 

⑸⑸
トト イイ レレ のの 洗洗

浄浄・・消消毒毒  

いいつつ  製造開始前 

どどののよよううにに  
トイレの洗浄、消毒を行う。 

問問題題ががああっったたとときき  
トイレが汚れていた場合は、製造時の作業服とは別の服を着用し、早急に

洗剤で洗浄し、消毒する。 

⑹⑹
従従業業員員のの健健康康

管管理理・・衛衛生生管管理理  

いいつつ  製造開始前・その他 

どどののよよううにに  従業員の健康状態の確認、適切な作業服の着用、手洗い励行 

問問題題ががああっったたとときき  
発熱や下痢等の症状がある場合は、製造作業に従事させない。 

ケガの場合は、防水用の手袋を着用させる。 

⑺⑺ そそのの他他  

いいつつ  製造開始前・製造終了後 

どどののよよううにに  
・使用水が無色透明で無味無臭であることを確認。塩素濃度の確認 

・廃棄物が適切な保管場所にあり、製品や原材料と接触しないことを確認。 

問問題題ががああっったたとときき  

・原因を確認し、塩素添加など直ちに対策を講じる。井戸水の場合、すぐ

に改善できない場合は水道水を使用する。 

・廃棄物を適切な保管場所に移し、清潔に保つ。 

確認する。モニタリングや工程検査のための機器は定期的に点検する。
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衛衛生生管管理理計計画画 
作成日    ・  ・  ・ 

承認           ㊞ 

重重要要なな衛衛生生管管理理ののポポイインントト  

製製  品品  名名  
  

  

⑴⑴  
加加熱熱のの温温度度とと

時時間間のの管管理理  

いいつつ  加加熱熱中中  

どどののよよううにに    ℃℃  以以上上    分分  以以上上のの温温度度とと時時間間  

問問題題ががああっったたとときき    

⑵⑵  
濃濃縮縮時時のの  

BBrriixx 値値のの管管理理  

いいつつ  濃濃縮縮時時  

どどののよよううにに    

問問題題ががああっったたとときき    
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衛衛生生管管理理計計画画  
作成日 2019・10・15・ 

承認      山田 ㊞  

重重要要なな衛衛生生管管理理ののポポイインントト  （（記記入入例例））  

製製  品品  名名  オニオンエキス Ð 

⑴⑴  
加加熱熱のの温温度度とと

時時間間のの管管理理  

いいつつ  加加熱熱中中  

どどののよよううにに  ９５  ℃℃  以以上上  ３０  分分  以以上上のの温温度度とと時時間間  

問問題題ががああっったたとときき  再加熱または廃棄  

⑵⑵  
濃濃縮縮時時のの BBrriixx

値値のの管管理理  

いいつつ  濃濃縮縮時時  

どどののよよううにに  Brix5０％以上（水分活性 0.83 以下）  

問問題題ががああっったたとときき  
未達の場合は、濃縮を継続して所定の Brix になったことを確認する。 

それでも終点に達しない場合には、所定の方法で Brix 計の精度を確認する。
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年年    月月  一一般般衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録  

 

日日 

曜曜日日  

⑴⑴  

原原 料料 ・・

包包材材  

受受 入入 のの

確確認認  

⑵⑵  

製製 造造 場場

のの５５ＳＳ  

⑶⑶  

ねねずずみみ  

・・昆昆虫虫  

対対策策  

⑷⑷  

機機 械械 器器

具具 のの 洗洗

浄浄、、保保守守

点点検検  

⑸⑸  

トト イイ レレ

のの 洗洗 浄浄

消消毒毒  

⑹⑹  

従従 業業 員員

のの 健健 康康

管管 理理 ・・

衛衛 生生 管管

理理  

⑺⑺  

そそ
のの
他他  

担担
当当
者者  

責責
任任
者者  

特特記記事事項項  

1  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否    

2  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

3  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

4  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

5  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

6  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

7  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

8  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

9  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

10  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

11  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

12  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

13  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

14  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

15  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

16  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

17  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

18  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

19  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

20  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

21  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

22  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

23  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

24  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

25  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

26  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

27  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

28  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

29  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

30  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

31  良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   
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2019 年年 10  月月  一一般般衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録（（記記入入例例））  

 

日日 

曜曜日日  

⑴⑴  

原原料料・・

包包材材  

受受入入のの

確確認認 

⑵⑵  

製製造造場場

のの５５ＳＳ 

⑶⑶  

ねねずずみみ  

・・昆昆虫虫  

対対策策 

⑷⑷  

機機 械械 器器

具具 のの 洗洗

浄浄、、保保守守

点点検検 

⑸⑸  

トトイイレレ

のの洗洗浄浄

消消毒毒 

⑹⑹  

従従業業員員

のの健健康康

管管理理・・

衛衛生生管管

理理 

⑺⑺  

そそ
のの
他他 

担担
当当
者者 

責責
任任
者者 

特特記記事事項項 

1 火 良・○否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 

 

 

東野 

１日、豚骨原料を受入れるとき、

腐敗臭を認めた。鮮度不良のため、

返品。（１日東野確認） 

3 日、抽出工場の網戸が破れてお

り、直ちに交換した。 

     （３日東野確認） 

 

 

 

11 日、朝Ａ君の顔色が悪く、聞

いたら下痢のため帰宅させた。

（11 日、東野確認） 

 

 

15 日、モニタリング機器の定期

点検を実施した。 

温度計、時計・タイマー、Brix 計

ともに所定の方法で精度を確認し

た。（15 日、東野確認） 

 

 

 

 

２４日、液体充填機の部品（製品

取り出しローラーの留め金）が欠

落し、床に落ちていたのを発見。

調査した結果ねじのゆるみが原

因。増し締めして作業再開した。 

（24 日東野確認） 

 

2 水 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 

3 木 ○良・否 良・○否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 

4 金 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 

5 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

6 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

7 月 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 夏木  

 

 

 

東野 

8 火 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 夏木 

9 水 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 夏木 

10 木 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 夏木 

11 金 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 良・○否 ○良・否 夏木 

12 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

13 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

14 月 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 秋田 

 

 

 

東野 

15 火 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 秋田 

16 水 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 秋田 

17 木 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 秋田 

18 金 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 秋田 

19 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

20 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

21 月 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 冬川 

 

 

 

東野 

22 火 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 冬川 

23 水 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 冬川 

24 木 ○良・否 ○良・否 ○良・否 良・○否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 冬川 

25 金 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 冬川 

26 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

27 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否   

28 月 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 

 

 

東野 

29 火 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 

30 水 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 

31 木 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 ○良・否 春田 
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重重要要なな衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録  

年年        月月  １１．．加加熱熱のの温温度度とと時時間間のの管管理理  責責任任者者            ㊞㊞  

製製  品品  名名    

加加熱熱のの条条件件  液液温温がが  ℃℃以以上上  分分  以以上上ににななっったたここととをを温温度度計計ととタタイイママーーでで確確認認すするる。。  

日日  曜曜  製製品品名名ロロッットト  
達達温温時時  終終了了時時  

良良・・否否  担担当当者者  特特記記事事項項  
温温度度  時時刻刻  時時刻刻  温温度度  

      
℃℃  ：：  ：：  ℃℃  良良・・否否  

    

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  

  

      
℃℃  ：： ：：  ℃℃ 良良・・否否  
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重重要要なな衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録（（記記入入例例））  

2019 年年  10  月月  １１．．加加熱熱のの温温度度とと時時間間のの管管理理  責責任任者者    山山田田  ㊞㊞  

製製  品品  名名  オニオンエキス Ð  

加加熱熱のの条条件件  液液温温がが  95  ℃℃以以上上  30 分  以以上上ににななっったたここととをを温温度度計計ととタタイイママーーでで確確認認すするる。。  

日日  曜曜  製製品品名名ロロッットト  
達達温温時時  終終了了時時  

良良・・否否  担担当当者者  特特記記事事項項  
温温度度  時時刻刻  時時刻刻  温温度度  

3  木  
オニオンエキス D 

191003  
95℃  10：15 10：30 91℃  良・○否  春山  

3 日、途中 15 分後に 91℃

であったため、再加熱し、

95℃、31 分を確認して次

工程に移した。 

（3 日山田確認） 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

24 日、終了時の温度が

92℃であったため、再加熱

し、96℃、30 分を確認し

て次工程に移した。 

（24 日山田確認）  

3  木  同上  再加熱  95℃  10：40 11：11 95℃ ○良・否  春山  

7  月  
オニオンエキス D 

191007  
96℃  10：15 10：46  95℃ ○良・否  春山  

10  木  
オニオンエキス D 

191010  
95℃  10：45 11：17  95℃ ○良・否  春山  

15  火  
オニオンエキス D 

191015  
97℃  10：45 11：15  97℃ ○良・否  夏川  

18  金  
オニオンエキス D 

191018  
96℃  10：15 10：45  95℃ ○良・否  夏川  

21  月  
オニオンエキス D 

191021  
97℃  10：45 11：15  97℃ ○良・否  夏川  

22  火  
オニオンエキス D 

191022  
96℃  10：40 11：10  95℃ ○良・否  春山  

24  木  
オニオンエキス D 

191024  
95℃  10：15 10：45  92℃ 良・○否  春山  

24  木  同上  再加熱  96℃  11：00 11：30  96℃ ○良・否  春山  

28  月  
オニオンエキス D 

191028  
97℃  10：15 10：45  95℃ ○良・否  春山  

29  火  
オニオンエキス D 

191029  
95℃  10：45 11：15  97℃ ○良・否  春山  

30  水  
オニオンエキス D 

191030  
97℃  10：40 11：10  95℃ ○良・否  夏川  

31  木  
オニオンエキス D 

191031  
96℃  13：00 13：30  95℃ ○良・否  夏川  

   

25



 

重重要要なな衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録 

年年    月月  ２２．．濃濃縮縮時時のの BBrriixx 値値のの管管理理  責責任任者者        ㊞㊞  

製製  品品  名名    

日日  曜曜  製製品品名名ロロッットト  

基基準準値値  BBrriixx  ％％  以以上上  

検検品品時時刻刻  実実測測値値  （（％％））  担担当当者者  
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重重要要なな衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録（記入例） 

2019 年年 10 月月  ２２．．濃濃縮縮時時のの BBrriixx 値値のの管管理理  責責任任者者  秋田 ㊞  

製製  品品  名名  ポークエキスＡ  

日日  曜曜  製製品品名名ロロッットト  

基基準準値値  BBrriixx  6０ ％％  以以上上  

検検品品時時刻刻  実実測測値値  （（％％））  担担当当者者  

2 水 ポークエキスＡ191002 15：25 61％ 川村 

11 金 ポークエキスＡ191011 16：00 6０% 川村 

16 水 ポークエキスＡ191016 15：30 61％ 川村 

17  木  ポークエキスＡ191017  10：30  64％  川村  

23  水  ポークエキスＡ191023  11：15  61％  川村  

25  金  ポークエキスＡ191025  15：20  62％  山田  

29  火  ポークエキスＡ191029  1５：55  62％  山田  

30  水  ポークエキスＡ1910３０  14：25  63％  山田  
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